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用途　　：公民館と公園
構造　　：木造2階建
公民館敷地面積：430m2

建築面積：229m2

延床面積：235m2

公園敷地面積：2800m2

住宅スケールから逸脱し、むしろ公園のスケールを有することで公園との親和性を持たせた大きな屋根が、公園にただ浮かんでいるだ
けで、且つその下の空間に公園のように仕切りのないひとつながりのスペースでありながら様々な場を創りだすといった状況によって、
公園とセンターをより一体化できると考えた。 また、積雪1.5mに耐えながら、住宅地側に水平力を担う耐力壁をまとめて設け、公園
側には最低限の数のポスト柱を配するため、屋根フレーム自体に3mの厚みを持たせた立体トラスとして、浮遊感と公園との一体感を
持たせた。さらに、天井高の異なる屋根フレームとその下のスペースとの境界には様々なピッチの木ルーバーを設け、その下の空間の
光環境を制御する照明・天窓や、熱環境を制御するエアコンやシーリングファンなどの設備を屋根フレーム内に取込むことで、屋根フ
レームの下のスペースに様々な場を設け、それらを特徴付けた。

本作品は平成27年1月24日に逝去された貴志雅樹教授の遺作である。
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紀要ギャラリー：教員作品
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